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と述べている。また、材野博史は、「かいわい」の中で、

「かいわい空間」とは「物理的空間」・「時間」・「人の回

遊」を変数とした都市空間の状態であり、時代の変遷に

伴う都市の拠点が移動することにより、その時代ごとの

「かいわい」が形成されると定義している。 

このように、“界隈”とは一定の物理的空間における人

の集まりや行動により構成されるものであるらしいこと

が分かる。また、それは事前決定的ではなく、人々の普

段の生活の営みを通じて自然発生的に形成されるもので

あると思われる。 

 

 

１－４．“界隈”の究明に向けた調査 

実際に“界隈”の究明にあたっては、具体的な地域を

モデルケースとしてその現況を把握し、そのうえで地域

にかかわる人の考えや意識を分析することが必要である。

また、“界隈”の内容について調査するためには、どのよ

うな地域資源が核となっているかについても調べる必要

がある。そこで、当研究では市が公表しているデータ等

をもとに、地域の現状を把握した上で、アンケート調査

を通して住民の意識から見える地域資源の重要度や「好

きな場所」の分布の傾向を調査し、分析を進めることと

した。 

 

★調査方法 

対象地区として取り上げるのは、名古屋市西部に位置

する那古野地区である。この地区には、名古屋駅近傍に

ありながら堀川や四間道を擁し歴史的情緒に富むことか

ら観光客も訪れるようになってきた。活況を呈している

とは言いがたいが、地元に根付いた古くからの商店街も

あり地域主体のまつりも開催されている。 

調査範囲については、ある程度地域への帰属意識があ

ることや、アンケート調査の協力が得られることを考慮

し小学校区を単位とした。具体的には、四間道・円頓寺

地区の大半をカバーする名古屋市西区那古野小学校区を

対象とし、町内会加入世帯に対して調査票を配布・回収

することにより実施することにした。 

また、できるだけ多くの住民の回答が得られるよう西

区役所と提携し、区政協力委員の助力を得て実施した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．調査地区の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－１．歴史的変遷 

那古野地区は、名古屋城築城とともに堀川が開削され、

物流の拠点として栄えた。当初は、美濃路の沿道として

発展を続けたが、1700年の大火を契機に四間道が整備さ

れ、さらには1724年の大火を契機に円頓寺及び慶栄寺が

現在の位置に移転し、門前町が形成された。 

明治に入り、笹島に鉄道駅が開設されたことを契機に

円頓寺通が発展し、円頓寺商店街が誕生した。以降、堀

川以西の町では最大の盛り場となる。また、この地域で

菓子製造業が営まれ始めたのも明治に入ってからのこと

である。 

1945年の戦災により円頓寺商店街は全焼するが、その

後復興する。しかし、戦後については、市電の廃止や名

鉄瀬戸線の撤退などにより、以前ほどの賑わいは薄れつ

つある。 

高度成長期を経て、再開発が一部で進み、那古野ビル

や国際センタービルが建設され、周辺にも高層建築物が

見られるようになった。その一方では、町並み保存地区

に指定され歴史的な雰囲気の残る地区もあり、特に四間

道周辺では木造家屋が密集し、ある意味では開発から取

り残された様相を呈している。 

近年では那古野小学校の向かいに29階建てのマンショ

ン棟と24階建てのオフィス棟からなる名古屋プライムセ

ントラルが建設されるなど、名古屋駅前地区の開発の波

が押し寄せつつあるが、もう一方で木造家屋を活かした

商業利用も進展している。 

現在の那古野学区の人口は3,854人、世帯数は2,009

であり、1世帯あたり人員は1.84人となっている。人口

密度は12,890人/ｋｍ2 

 と全市平均6,919人/ｋｍ2 

 を大き

く上回る。 

図1 那古野学区の主な施設・地域資源 
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２－２．土地利用状況 

 

住宅地や商店街沿いでは低層の建物では4階までの低

層の建物が多いが、幹線道路沿いでは5～7階程度の建物

が多く見られる。また、地区南西部の名駅近くになると

古い木造家屋の立ち並ぶ街区においても、一部に8階以

上の高層マンションなどが見られるようになり、土地の

高度利用が進んでいる。 

那古野学区内には狭隘道路が多く防災面での課題が残

っており、また、公園がほとんどないため、公園等面積

率、樹林地率が全市平均に比べて著しく低い。なお、学

区内にある市指定の保存樹は南西部の浅間神社に数本残

されている。 

那古野学区は、都市計画マスタープランにおいて都心

域としての位置付けがなされ、大半は商業系用途地域を

指定されているが、北西部の菊井二丁目は準工業地域、

北東部は近隣商業地域に指定されている。容積率につい

ても、都市計画道路に面していない街区内は400％と抑制

的であるが、都市計画道路沿いは500％、名古屋駅周辺や

桜通沿いでは800～1000％とされており、かなりの高度利

用が可能となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－３．地元におけるまちづくり活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－３．地元のまちづくり活動 

 

現在、那古野地区では、地域の企業や企業博物館、伝

統工芸の職人、商店街、市民団体、大学など様々な主体

による「ものづくり文化の道推進協議会」が結成され、

この地域にまちづくり活動に取り組んでいる。 

さらに、地元においては下記のような地元主体のまち

づくり活動団体が設置されている。 

 

 

(1).那古野一丁目町づくり研究会 

円頓寺商店街周辺に残る昔ながらの街並みや数々

の名所・史跡の減少を危惧し、地元住民を中心に会

が結成された。 

古民家を利用した飲食店の経営や、商店街の活性

化に向けた活動のほか、那古野地区での表札の作

成・設置に取り組んでいる。この表札設置事業は、

観光客の増加や地元住民に下町のルーツを認識して

もらい、今後のまちのあり方に関心を持たせること

を狙いとしており、名古屋都市センターのまちづく

り活動助成を受けている。 

 

(2).那古野下町衆 

円頓寺・四間道界隈まちづくりプロジェクト 那
な

古衆
ごしゅう

は縁側妄想会議編集室のメンバーをはじめ、円

頓寺商店街、円頓寺本町商店街店舗の若手経営者、

名古屋で活躍するクリエイター、大学関係者、学生、

コンサルタント関係者など10代～40代までの「円頓

寺や四間道が好きな人」那古野地区の商店街の若い

担い手を中心に結成された。 

現在は、商店街における店舗誘致などのマネジメ

ント事業や映画製作への協力、景観・秩序を保つた

めのルール作りなどに取り組んでいる。 

 

(3).縁側妄想会議編集室 

円頓寺商店街や四間道で店舗を経営する3人の女

性による季刊フリーマガジン「名古屋のあるくした

街情報誌「ポゥ」」の発行を通じて地域の情報を発信

している。 

 「ポゥ」には温かみのある手描きのエリアマップ

や、イベント情報、サービス付のショップ情報など、

Ａ５サイズの大きさにさまざまな情報が載っており、

商店街で無料配布している。 

 

図2 建物用途現況図 

図3 建物階高の状況 
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超高層ビル群の眺め

全体

この地区の高層の
マンションやビル

蔵や古い木造家屋

大通り

路地

お寺や神社

お地蔵さまやほこらなど

大きな木や神木

学校やコミュニティセンター
等の公共施設

公園や広場など

樹木や身近な緑

コインパーキング等の
駐車施設

商店街の存在

問屋街の存在

伝統工芸品や名産品

学区としてのまとまり

昔の地名

近所づきあい

町内会・子ども会など
による地域活動

古くからのお祭り

まちおこしなどの活動

雑誌やTVで紹介されること

江戸時代から続くまち

堀川

1 2 3 4
項目 評価値

3.34

3.16

3.15

3.10

3.09

3.09

3.06

3.06

3.05

3.04

3.00

2.97

2.91

2.91

2.89

2.86

2.86

2.82

2.79

2.76

2.72

2.61

2.57

2.92

2.27
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３－４．「好きな場所」にみる 
空間的まとまり 

 

(1).「好きな場所」の指摘数 

今回の調査では、回答者の「好きな場所」について、

地図中に○を付す形で自由に記入してもらうとともにそ

の理由を記入することで、学区住民の意識を集約した。 

ここで得られた「好きな場所」の状況について、その

地理的な分布状況を見るとともに、指摘された具体的な

対象の把握や住民との関係に関する分析から好きな場所

がどのように認識されるのか、その構造について考察す

る。 

具体的には、回答者にアンケート用紙にある地図上の

「好きな場所」を自由に囲んでもらった。そして、ここ

では、囲まれたエリアを街区単位に置き換え、有効指摘

数に対して当該街区が何回「好きな場所」のエリアに含

まれたかを算定した。(図5) 

この結果、四間道やその東に位置する美濃路周辺に多

くの指摘が集中していることが分かる。なお、指摘数の

割合の1.0％で全回答者の約20％の人が指摘している計

算になる。美濃路東沿いの街区には全回答者のうち30～

40％、県の重要文化財である川伊藤家や青木家、蔵を改

装したレストンランなど並ぶ四間道と美濃路に挟まれた

街区には実に70％以上、古民家を物販店等に改装した四

間道西沿いの街区には30～50％の回答者が好きな場所と

して指摘しており、四間道を中心とした街区に集中して

いることが明らかとなった。さらに、四間道から円頓寺

商店街、円頓寺本町商店街へと続くエリアも指摘割合が

高い。この商店街周辺街区については少なくとも全回答

者のうちの20～50％の人が好きな場所として挙げている。 

次いで、江川線を挟んで西側に位置する円頓寺本町商

店街周辺も指摘割合が高くなっている。円頓寺本町商店

街に沿って南北の街区に指摘が集中しており、那古野小

学校のある街区にも及んでいる。 

また、那古野学区からは外れるものの、地域の北部に

あたる新道二丁目も指摘割合が高くなっている。このあ

たりには菓子や玩具を扱った問屋が多く集積する地域で、

10～20％の回答者が好きな場所として挙げている。 

これらの点から、学区内には四間道～円頓寺商店街周

辺、円頓寺本町商店街～那古野小学校周辺、問屋街周辺

の3つが「好きな場所」の集まったエリアということが

わかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2).指摘形状による指摘数の補足 

囲まれたエリアに街区が多く含まれる場合と、少ない

場合とで街区に対する「好きな場所」という思い入れの

強さが異なることが想定されるので、思い入れの強さを

考慮した形で指摘の数を集計したい。すなわち、指摘一

つあたりの点数がちょうど1となるよう、指摘の範囲内

にある街区ごとに点数を割り振った。(たとえば、一つの

○に4つの街区が含まれている場合は、各街区に0.25、2

つの街区が含まれる場合は0.50ずつ割り振られる。)そ

して、これらの数値を集計し、そこに占める割合を指摘

値としてまとめた。(図6) 

この結果、指摘値の割合が3.5％以上となっている街区

として、那古野小学校がある街区、四間道と美濃路に挟

まれた街区が浮かびあがってきた。  

この二つの街区は「好きな場所」として明確に特定で

きる街区といえよう。 

また、このほかにも、問屋街の立地する新道二丁目南

東部や新道中央公園のある街区、名古屋駅のある街区や

名古屋プライムセントラルの立地する街区、さらには、

早苗公園のある街区、旧新明小学校のある街区、国際セ

ンターのある街区についても高くなっており、特徴的な

施設や高層建築物、公園、公共施設、交通施設のある街

区が明示される傾向がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5 指摘数の分布状況 

図6 指摘値の分布状況 
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(3).指摘理由の分析 

ここでは、マーケティングなどに利用される「共起ネ

ットワーク」という手法を利用し、那古野小学校と四間

道周辺に関して、それぞれの自由記述欄から文章を構成

する単語の出現数およびほかの単語の関連性を可視化し

てみる。 

 

①.那古野小学校所在街区(図7) 

出現数の多い語とそのまとまりについて見ると、「春」

「桜」といった語のまとまりが把握できる。この「桜」

とは、那古野小学校の敷地内に存在する桜の木だけでな

く入学式や卒業式など、新しい門出の象徴として桜のイ

メージが作用しているものと考えられる。また、元気に

遊ぶ姿に対する記述、声が聞こえることに対する記述な

ど、動詞が多く見られることから、人の営みやにぎやか

さに対する思い入れが強いことがうかがえる。 

こうしたことから、那古野小学校については施設の存

在だけではなく地域における生活の記憶を呼び起こすも

のとして「好きな場所」として多くの指摘を集めたこと

が分かる。回答者の多くが昔から学区内に居住しており、

それぞれのライフステージにおいて那古野小学校と何ら

かのかかわりを持ってきたが、こうした結果に繋がって

いる。 

なお、この街区には第三幼稚園、消防署・交番などが

あるが、とりわけ第三幼稚園とともに指摘されているケ

ースが多く、住民の意識の中で幼稚園と小学校が一体と

なっていることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②.四間道東沿い街区(図8) 

この街区については「古い」「町並」「みる」の出現数

が非常に高くなっており、それらの語が一連の文章とし

て用いられていることが多い。この中には、屋根神様や

堀川、円頓寺商店街、子守地蔵尊に関する語も多く見ら

れ、学区住民の間で近隣街区との一体性が認識されてい

ることが分かる。これらの点から、この街区が非常に高

い指摘値となっていたのは、さまざまな要因が重なり合

う場所であったによるものであろう。 

つまり、ここで見られる住民の意識は、四間道を中心

とした周辺一帯に対するものと考えられ、とりわけ川伊

藤家や青木家が立地するこの街区を象徴として「四間道

周辺」の町並みや新規店舗の出店などを好きな場所とし

て肯定的に捉えているようである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図7 那古野小学校のイメージ 図8 四間道のイメージ 
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４．まとめ 
 

前章では、「好きな場所」として空間的なまとまりを明

確にし、さらに「好き」という意味合いの中に、日常生

活や思いが密接に関わりあっていることも示した。(図9)

そこで、ここでは、得られた空間的なまとまりを“界隈”

として定義する。 

 

４－１．那古野“界隈” 
 

那古野地区では、広幅員街路で区分された三つの“界

隈”が確認された。それは、①.四間道沿道からその西方、

②.那古野小学校周辺、③.問屋街周辺の各“界隈”の概

要は以下のとおりである。 

 

①.四間道界隈  

四間道周辺では、円頓寺商店街との接点から浅

間神社にかけ、近年整備された道路の舗装や蔵の

外壁が統一感を演出しており、一体的な空間形成

が進められている。また、四間道から西方にかけ

て、古い町屋の並びや趣のある路地や多くの家に

見られる植栽などにより雰囲気が演出されており、

これらが連続することによって一体的な空間形成

がされている。 

 

②.那古野小学校界隈 

小学校の周辺には幼稚園や消防署などの公共・

公益施設が集積しており、こうした施設との一体性

が確認された。こうしたまとまりが空間的にも、ま

た、日常生活の場所としても認識されていることが

わかる。 

 

③.問屋街界隈 

北部の問屋街周辺も街区のまとまりが見られる。

この地域については、同様の業態が集積し独特の雰

囲気が醸し出されている。  

 

 

４－２．“界隈”と道 
 

“界隈”の形成には「道」が大きく影響しているよう

だ。広幅員街路は“界隈”を区分するものとして作用し、

また、細街路などは逆に“界隈”性を強めるものとして

作用していることがわかる。特に細街路については、地

域資源の重要度における「路地」の項においても、四間

道界隈が位置する東部地区では相対的に高い重要度を

示していたが、それは身近な「道」は日常生活の場であ

り、また、建物との親密感を醸し出す空間形成にも寄与 

 

 

していることから、“界隈”性を演出する大きな要素と

なっていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真A ①.四間道界隈 

写真B ②.那古野小学校界隈 

写真C ③.問屋街界隈 

舗装が新しくなった四間道 古民家を改装した店舗 

那古野小学校のファサード 那古野小学校の校庭

駄菓子問屋 玩具問屋 
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